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010101 防災行政無線固定系更新事業 1649 危機管理課

固定系防災行政無線は、デジタル化に伴う更新か
ら10年が経過しており、防災行政無線施設屋外拡
声子局の使用推奨期間を経過していることから、
有事に備え、更新を行った。

8,035,500 拡大 維持継続 拡大 拡大

財政状況や更新後20年までの残期間を踏ま
えた上で、要求のあった令和6年度から5年
で更新する計画を8年計画へと見直したうえ
で、令和6年度から令和8年度の3年間につい
ては、毎年度3基の枠で実施していくことと
した（これまでのように壊れた1～2基を更
新するのではなく、計画的に実施していく
こととした。）。

010202 成田空港周辺環境整備推進事業 0102 空港地域振興課
騒音地域において、地域振興にかかる各種施策を
実施した。

2,631,097 拡大 拡大 拡大

成田空港の更なる機能強化に伴い、移転対
象区域が拡大し、騒音地域における過疎化
の加速が懸念されることから、地域振興策
や環境保全策の拡充を図るため、地域との
協議を進めながら環境整備調査を実施す
る。

010202 共同利用施設等維持管理事業 0104 空港対策課
共同利用施設・防音集会所の年間保守点検委託
等、修繕・改修工事の実施，清掃・敷地管理の委
託等、施設の良好な維持管理を行った。

92,084,571 拡大 拡大 拡大

騒音地域住民の生活環境の安定や、良好な
地域コミュニティの形成を図る施設とし
て、共同利用施設等は必要不可欠な施設で
あるため引き続き適正な管理を継続し、Ａ
滑走路加算金を活用したトイレの改修工事
とLED改修については、地元要望と施設の使
用頻度や老朽化等の状態に合わせて計画的
に実施し、騒音下地域の環境改善を促進す
る。

040202 路線バス運行支援事業 0677 交通防犯課

「栗源線」（成田市～多古町～香取市）の利用者
数は10,477人、「桜田多古線」（成田市～多古
町）の利用者数は7,908人であり、いずれも令和3
年度より増加した。

24,503,713 維持継続 拡大 拡大
官民の公共交通機関を記した交通マップを
作成することで、市民等の公共交通の利用
促進を図る。

050201 環境保全型農業直接支援対策事業 1853 農政課

・「環境にやさしい農業」推進事業補助金につい
ては、要望がなかったため実施しなかった。
・農業の持つ多面的機能の発揮のためカバーク
ロップや有機農業に取り組む農業者団体に対し
て、その取組に係る経費及び支援活動のために、
環境保全型農業直接支払交付金を交付した。（６
団体）

3,804,000 拡大 拡大 拡大 拡大

令和6年度はオーガニックビレッジを宣言の
発出に向けて有機農業実施計画の策定、ま
た、平行して試行的に有機農業の推進事業
として、学校給食での有機米の提供を始め
ることとする。令和7年度以降についても学
校給食での有機米提供や、オーガニック
フェスティバルなど有機農業及び有機農産
物のPR事業を実施する。

050201 農地・水保全管理事業 1856 農政課

農業者や地域住民の参画を得て，資源（農地・農
道・農業用水路等）の適切な保全管理を行うため
に地域共同で行う取組に対し，交付金を交付する
ことにより活動を促進し，良好な農村環境の保全
を図った。
令和３年度は，１組織が事業を廃止したため, ２
８組織に対し交付した。

71,746,996 拡大 拡大 拡大 拡大
農業者の農地耕作条件改善に伴う費用につ
いて、一部を支援することとする

050202 新規就農者支援事業 1896 農政課
決算額：315万円（個人3件225万、夫婦型1件90
万）

3,150,000 拡大 拡大 拡大 拡大
規就農者を支援するため、市の単費で新た
に農業を始める方に最大30万円の補助金を
交付することとする。

060202 旅券発給事務申請交付事業 1999 市民課

一般旅券の発給に係る申請の受理及び交付等に関
する権限が県から移譲されたことに伴い、旅券の
申請受付、交付を行った。 申請者の利便性向上の
ため、収入印紙及び千葉県収入証紙を市民課窓口
で販売した。 新型コロナウイルス感染症の影響
で、申請受付、交付ともに令和元年度と比較する
と半分以下の件数となっているが、回復傾向であ
る。

1,472,580 拡大 拡大 拡大
利用者の利便性の向上を図るため、令和６
年度より一部の手続きで、電子申請を受け
付けることとする。

「拡大」となった事務事業一覧
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060203 インターネット広報事業 0030 広報課

ホームページを通して、市の施策等の行政情報や
観光情報などを提供し、迅速な情報発信・更新を
行った。フェイスブックやLINEを活用し、市内の
イベントや地域の行事などの情報を発信した。イ
ンスタグラムを活用し、市内の日常風景や景観、
イベントなどの写真や動画を投稿した。

4,254,000 拡大 拡大 拡大

ホームページやＳＮＳ等の活用により、市
民はもちろん、市外、さらには海外の方に
も、迅速かつ広く市政情報を発信できるこ
とから、今後も有効な手段として更なる活
用を図っていく必要がある。また、令和6年
度以降は成田市ホームページへのAIチャト
ボットの導入を検討、DX推進対策と連携し
て更なる利便性の向上を図る。

060203 電子自治体推進事業 0074 行政管理課

基幹系事務の標準化・共通化、LoGoフォームの導
入、市民サービス向上のための関連システム改修
のほか、テレワーク、会議録作成システムの実証
実験を実施し、行政のデジタル化を図った。

235,475,311 拡大 拡大 拡大

RPAの機能とOCRの機能を組み合わせること
により、定型業務の自動化を図ることがで
き、職員の負担軽減及び時間外勤務の削減
に寄与すると見込まれることから、令和6年
度から新たにRPAとOCRのツールを導入し、
業務改善を図ることとした。なお、庁舎改
修事業に係るネットワーク整備につては、
管財課の庁舎改修事業の査定で協議する。

060203 個人番号カード等交付事業 1982 市民課

国は『令和4年度末には、ほぼ全国民にマイナン
バーカードが行き渡る』ことを目標に掲げていた
ため、本市においてもその目標達成に向けてカー
ド申請サポート窓口を市役所内に設置したり、出
張申請を行うなど、普及促進に取り組んだ。当該
年度末のカード交付率は国が67.0％、千葉県は
66.4％、本市は70.0％であった。

12,116,592 拡大 拡大 拡大

マイナンバーカードの更新手続きに係る待
ち時間を縮減するとともに、市民の利便性
の向上を図るため、市内郵便局と同カード
に係る電子証明書の発行・更新及び暗証番
号の変更・初期化に係る手続きの事務委託
を検討することとした。
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010201 騒音地域ケーブルテレビ普及促進補助事業 2023 空港対策課
令和4年度は大栄地区の補助対象者が成田ケーブル
テレビに加入する際の引込工事費の一部について
補助を行った。

1,293,600 縮小 縮小 縮小

騒音地域の情報格差解消及び地域振興のた
めに必要な事業であることから、維持継続
とする。なお令和5年度の補助対象者は南三
里塚の国道296号以南の数世帯のみであり、
事業は令和5年度で終了する予定のため。

010304 なりた環境ネットワーク推進事業 1623 環境計画課

補助金を活用した団体の事業として、印旛沼ク
リーンハイキング、空港周辺道路清掃活動等の環
境保全活動、環境講演会、自然観察会等を通して
環境啓発が実施された。コロナ対策に十分配慮
し、従前の内容にとらわれることなく、内容及び
時期に配慮した形で事業実施をした。

3,263,694 維持継続 縮小 縮小

団体運営費補助金見直しに伴い、なりた環
境ネットワーク推進事業補助金について、
直近の決算額が補助金額を下回っており、
コロナ禍による事業中止を踏まえ、補助額
を減額とするため。

020301 新型コロナウイルス感染症対策事業 2154 健康増進課

令和4年度は、令和3年12月から実施していた3回目
接種を引き続き実施し、令和4年6月からは4回目接
種を、10月からは令和4年秋開始接種（オミクロン
株対応ワクチン接種）を実施。令和4年3月からは
小児接種を、11月からは乳幼児接種を併せて実施
した。また、千葉県が実施している自宅療養者へ
の配食サービスを受けるまでの繋ぎとして、約3日
間分の食糧等についての支援を行うとともに、季
節性インフルエンザとの同時流行に備えた支援と
して抗原検査キットの購入費用の一部を助成する
など、市独自に感染防止対策を行った。

795,820,118 縮小 縮小 縮小

新型コロナウイルス感染症については、感
染症法上の位置付けが5類感染症に移行した
ものの、引き続きワクチン接種事業につい
て実施していく必要がある。

050202 農業団体育成事業 0340 農政課
地域農業の振興のため、市内農業者で組織される
団体の組織活動へ支援を行った。

32,087 維持継続 縮小 縮小

団体運営費補助金見直しに伴い、農業団体
育成事業補助金について、コロナ禍による
イベント等の中止に伴い、団体として繰越
額があることから、1団体が減額、2団体が
補助の休止と決定したため。

060203 自衛隊協力会補助金 0073 総務課
自衛隊協力会への助成を行うとともに、自衛官募
集記事を広報なりたに掲載した。

26,200 維持継続 縮小 縮小

団体運営費補助金見直しに伴い、自衛隊協
力会補助金について、コロナ禍での活動制
限による影響により繰越金が生じているた
め減額することとなったため。

「縮小」となった事務事業一覧
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020205 国民健康保険特別会計繰出金 0122 保険年金課
国民健康保険特別会計（事業勘定）に対し、一般
会計から法定負担分及び決算補填等分（法定外
分）を繰り出した。

1,374,348,022 維持継続 改善・見直し 改善・見直し 改善・見直し 改善・見直し 改善・見直し

事業勘定の赤字補填を目的とした法定外繰
出金については、市民の理解を得ながら、
段階的に削減していく必要があるため、令
和6年度に国民健康保険税率を引き上げる。

020301 健康づくり推進事業 0281 健康増進課
健康づくり推進協議会を2回・健康づくり講演会を
1回・地区保健推進員活動を年19回実施した。

815,888 改善・見直し 改善・見直し 改善・見直し

健康づくり推進協議会の開催及び地区保健
推進員の活動を推進することは、地域の支
え合いによる健康づくりに繋がるため、本
事業は継続する必要がある。

040202 コミュニティバス運行事業 0678 交通防犯課

7ルート合計の利用者数は179,207人であり、令和3
年度より増加している。 【内訳】 ・遠山ルー
ト：59,971人 ・大室循環ルート：28,729人 ・水
掛ルート：19,816人 ・豊住ルート：18,409人 ・
しもふさ循環ルート：12,763人 ・津富浦ルート：
18,048人 ・北須賀ルート：21,471人

146,729,374 維持継続 改善・見直し 改善・見直し
バス運行に係る労働時間の基準改正や利用
状況等を踏まえ、一部の路線においてルー
トの見直しを行うこととした。

060203 行政情報番組制作・放送事業 0028 広報課

市からのお知らせや催し物・募集などのトピック
スや市の業務などを紹介する特集を収録した広報
番組「なりた知っ得情報」を制作し、成田ケーブ
ルテレビを通じて放送した。また、市の業務案内
や施設の紹介、市内の主な出来事を収録した「ビ
デオルポなりた」を制作し、ホームページでの配
信を行った。

4,392,326 改善・見直し 改善・見直し 改善・見直し

市政PRビデオ「ビデオルポなりた」に替え
て、成田の魅力を分かり易く伝える市政PR
動画を制作し、動画配信サイトや市ホーム
ページなどで市内外に広く発信することに
より、本市への移住や定住の促進を図る。

「改善・見直し」となった事務事業一覧
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030101 研究指定校実施事業 2056 教育指導課

平成２９年度から継続して、久住小学校、久住中
学校が千葉県からオリンピック・パラリンピック
を活用した教育推進校の指定を受け、パラスポー
ツへの関心を高めるとともに、多様な国や地域の
文化を理解する気持ちを育てるための事業を実施
した。令和4年度も「心のバリアフリー事業」とし
て事業が継続され、講師を招致し茶道や書道など
の自国文化やパラスポーツ体験や、おもてなしの
心を育むための美化活動を行った。令和4年度から
事業実施方法が変わったため、報告会は実施して
いない。

124,720 休止 休止 休止
令和5年度は指定を受けていないため休止と
する。

「休止」となった事務事業一覧
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030101 教職員住宅管理事業 0449 教育総務課 教職員住宅の維持管理を実施した。 480,554 廃止 廃止 廃止

施設の老朽化が進んでいる状況であり、ま
た、当施設は成田国際空港の開港に伴い増
加が見込まれた教職員の住宅対策として建
設したもので、その設置目的は達成してい
るものと考えられることから、令和5年度末
をもって事業を廃止することとする。

030102 学校評議員設置事業 0476 学務課

校長が学校評議員に対し学校の活動状況等を十分
説明したうえで、学校が行った自己評価について
外部（学校関係者）評価を行ってもらうことによ
り、より一層地域に開かれた学校づくりを推進し
た。 延べ１４５人委嘱

1,390,000 廃止 廃止 廃止

学校評議員制度に替わる学校運営協議会制
度の新たな導入に伴い、令和5年4月1日付け
をもって成田市学校評議員に関する規則
（平成12年教育委員会規則第10号）を廃止
したため。

「廃止」となった事務事業一覧
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030101 小学校大規模改造事業 1159 学校施設課
八生小学校及び公津小学校の大規模改造工事に伴
い借り上げていた仮設校舎の解体を行った。

51,188,500 事業統合 事業統合 事業統合
本事業は令和4年度をもって完了し、小学校
長寿命化改良事業と統合するため。

「事業統合」となった事務事業一覧
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020102 子育て応援・「うなりくんWAON」普及促進事業 2201 企画政策課

エネルギー・食料品価格等の物価が高騰する中に
おいて，子育てによる家計負担の軽減と，将来を
担う子どもたちへの支援を実施した。
交付対象者は令和4年12月31日時点で本市の住民基
本台帳に記録されており，平成16年4月2日以後に
生まれた者とし、交付額は1人につき5,000円、交
付対象者数は20,777人となった。

105,644,702 終了 終了 終了
物価高騰支援事業として臨時的に実施した
ため終了。

020203 障がい福祉サービス事業者等物価高騰対策支援事業 2207 障がい者福祉課

新型コロナウイルス感染症の長期化による影響に
加え，エネルギー・食料品価格等の物価高騰の影
響を受けている障がい福祉サービス事業者等に対
して、事業者のサービス種別に応じて5万円から30
万円を給付することとし、合計25事業者へ支援金
を交付した。

7,150,000 終了 終了 終了 単年度事業のため事業終了となる。

020204
新型コロナウイルス感染症生活困窮者自立支援金支給
事業

2169 社会福祉課

新型コロナの影響の長期化を受けて生活に困窮す
る世帯に対し、就労による自立また，それが困難
な場合には円滑に生活保護の受給へつなげるた
め，新型コロナウイルス感染症生活困窮者自立支
援金を支給した。39,610千円○報酬374千円（会計
年度任用職員）、○職員手当610千円（時間外手
当）、〇委託料12,540千円（自立支援金窓口業務
委託料）、○負担金補助及び交付金25,820千円
（自立支援金）、〇その他266千円

39,609,756 終了 終了 終了
国による支援が継続する間は、事業を継続
する必要がある。

020204 若者・学生支援商品券交付事業 2191 企画政策課

新型コロナウイルス感染症の影響が長期化する
中，原油価格や電気・ガス料金を含む物価の高騰
の影響を受けている市内在住の学生をはじめとし
た若者世代の負担軽減を図るとともに，地域にお
ける消費喚起に資するため，市内の商店等で利用
可能な商品券を交付した。交付額は1人につき
10,000円とし6439人へ交付した。また交付対象は
令和4年8月1日時点で本市の住民基本台帳に記録さ
れており、平成12年4月2日から平成16年4月1日生
まれの者または、市内の大学等に在学し、市内に
居住する学生とした。

66,612,622 終了 終了 終了
物価高騰支援事業として臨時的に実施した
ため終了。

020204
電力・ガス・食料品等価格高騰緊急支援給付金支給事
業

2192 社会福祉課

電力・ガス・食料品等の価格高騰による負担増を
踏まえ,特に家計への影響が大きい住民税非課税世
帯等に対して、臨時特別給付金を支給した。○職
員手当1,120千円（時間外手当）、〇役務費3,365
千円（通信運搬費、手数料）〇委託料20,292千円
（臨時特別給付金支給事業業務委託料、電算業務
委託）、○負担金補助及び交付金464,150千円（臨
時特別給付金）、〇その他6千円

488,932,895 終了 終了 終了
令和4年度をもって事業実施が完了したた
め。

030203 臨海宿泊施設利用者助成事業 0621 スポーツ振興課
臨海宿泊施設利用者161人（中学生以上150人・小
学生11人）に対し助成を行った。

419,000 終了 終了 終了

本事業は平成4年3月で老朽化により廃止し
た成田市海の家(旧野栄町)の代替事業とし
て開始した。事業開始から30年が経過し利
用者が減少傾向にあることなどを踏まえ、
令和4年度をもって事業を終了した。

050301 中小企業等緊急支援事業 2131 商工課

・事業復活支援金給付金（国の事業復活支援金を
受けた事業者への上乗せ支給）248,281,674円：
（2億4,700万円・中小法人等20万円×858件　個人
事業者等10万円×754件） ・「なりた地域応援プ
レミアム付商品券」発行：委託費・379,434,624円
（13,000円分が10,000円で購入×100,000冊販売）

627,716,298 終了 終了 終了 コロナ禍における緊急対策

「終了」となった事務事業一覧


